
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。

　コロナ禍で「いつも通り」
が難しいなか、感染症対策
とさまざまな工夫が凝らさ

れた成人式が開催されました。
　新しいカタチでの式とはなりました
が、誓いの言葉を述べた表紙の３人を
はじめ、晴れやかな表情の新成人たち
を見て、私も元気をもらいました！
　新成人の皆さんおめでとうございま
す。どうか明るい未来でありますように！
　そして表紙の彼らの姿を見て、皆さ
んにも明るい気持ちになっていただけ
ますように！（Y・H）
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拝戸古墳群位置図

拝戸古墳群（第１支群第２号墳）

京
都
橘
大
学
考
古
学
研
究
室
と
の
協
働
に
よ
る
拝は

い
ど戸
古
墳
群
の
測
量

京
都
橘
大
学

考
古
学
研
究
室
の
活
動

　

高
島
市
域
に
は
、
田
中
王
塚
古
墳
、

鴨
稲
荷
山
古
墳
を
は
じ
め
多
く
の
古
墳

が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
高
島
市
出
生

と
さ
れ
る
継
体
大
王
に
関
連
が
深
い
遺

跡
と
し
て
、
日
本
古
代
史
に
お
い
て
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
着

目
し
た
京
都
橘
大
学
考
古
学
研
究
室

は
、
平
成
30
年
よ
り
高
島
市
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
対
象
と
し
て
、
市
と
協

働
で
市
内
に
所
在
す
る
古
墳
や
出
土
品

の
調
査
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
に
は
、
高
島
市
拝
戸
に

所
在
す
る
拝
戸
古
墳
群
の
中
の
ひ
と
つ

で
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
な
が
ら

も
実
態
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

古
墳
（
第
１
支
群
第
２
号
墳
）
の
測
量

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

拝
戸
古
墳
群
に
つ
い
て

　
拝
戸
古
墳
群
は
、
比
良
山
地
の
北
端

に
あ
た
る
嶽
山
山
麓
に
所
在
し
ま
す
。

古
墳
群
は
、
昭
和
２
（
1
9
2
7
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
高
島
郡
誌
』
に
は
、

「
高
島
村
大
字
上
拝
戸
山
林
一
町
歩
に

亘
り
て
古
墳
七
箇
現
存
す
。」
と
記
載

さ
れ
、
そ
の
存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
46
（
1
9
7
1
）

年
の
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
調
査
等
に

よ
り
、
水
尾
神
社
の
裏
山
一
帯
と
拝
戸

団
地
の
背
後
、
更
に
そ
の
山
麓
の
平
坦

地
の
３
つ
の
エ
リ
ア
（
第
１
・
第
２
・

第
３
支
群
と
呼
称
）
に
、
合
計
26
基
の

古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
第
３
支

群
10
号
墳
は
、
葺ふ

き
い
し石
（
古
墳
の
表
面
を

覆
う
石
）
を
有
す
る
二
段
築
成
の
帆
立

貝
形
古
墳
で
、
築
造
時
期
が
5
世
紀
代

に
遡

さ
か
の
ぼる
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

第
２
支
群
1
号
墳
の
横
穴
式
石
室
は
、

そ
の
特
徴
か
ら
高
島
市
域
で
も
古
い
時

期
の
横
穴
式
石
室
と
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
拝
戸
古
墳
群
の
多
く
が
横
穴
式
石

室
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
室
を
埋
葬
施

設
に
す
る
円
墳
が
６
世
紀
に
か
け
て
継

続
的
に
造
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
測
量
調
査

　
今
回
、
京
都
橘
大
学
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
詳
細
が
不
明
で
あ
っ
た
第
１
支
群

に
お
い
て
、
は
じ
め
て
測
量
調
査
が
拝

戸
森
林
管
理
会
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
測
量
さ
れ
た
第
１
支
群
第

２
号
墳
は
、
高
島
平
野
を
眼
下
に
お
さ

め
、
琵
琶
湖
を
望
め
る
な
ど
、
古
墳
の

立
地
と
し
て
最
高
の
場
所
に
あ
り
ま

す
。
調
査
に
よ
り
一
辺
約
25
～
30
ｍ
を

測
る
方
墳
で
、
木
棺
な
ど
の
埋
葬
施
設

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
造
ら
れ
た
時

期
な
ど
は
更
な
る
調
査
検
討
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
第
２
支
群
や
第
３
支
群

の
横
穴
式
石
室
を
中
心
と
す
る
拝
戸
古

墳
群
に
お
い
て
、
木
棺
と
想
定
さ
れ
る

新
た
な
資
料
を
提
示
す
る
調
査
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
京
都
橘
大
学
考
古
学
研

究
室
と
の
連
携
に
よ
る
、
高
島
市
域
の

古
墳
調
査
研
究
の
進
展
が
ま
す
ま
す
期

待
さ
れ
る
調
査
事
例
で
す
。

第１支群

第２支群

第３支群
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